
緒 言

調理師養成課程の学生による大量調理実習

は，衛生面に配慮した安全な食事を提供するこ

とはもちろんのこと，調理技術や創造的な盛り

付けの工夫により喫食者の嗜好を満足させる食

事づくりに配慮させることが大切である。しか

し，集団給食施設における大量調理は，家庭な

どの少量調理と異なり，大量の食材料の取り扱

いや大型機器の使用，さらに調理完了までの時

間的制約や立位姿勢による長時間作業などによ

り，作業終了後の疲労訴え数は増加すると報告

されている ） ）。極度の疲労は肉体的，精神

的持続力や集中力を低下させ，安全でしかも満

足のいく調理を阻害する可能性がある。さらに
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不慣れな学生が行う大量調理実習の場合は，料

理の出来栄えに悪影響を及ぼすだけでなく作業

中の突発的な事故発生の危険性も高まる。この

ため，長時間にわたる大量調理実習中の疲労実

態を把握することは，教育活動の一環として安

全で効率的な実習を実践するために重要なこと

であり，さらに学生が卒業後に専門職として調

理作業に従事する際の労働環境を自ら点検する

ことの意義や技術を習得させるために意義ある

ことと考えられる。本研究においては，疲労に

関する主観的判定法である 疲労自覚症状調査

と生理的な疲労測定法の つとされているフ

リッカー値の測定を，およそ 時間にわたる大

量調理実習時に行ない，健康管理を含めた実習

指導計画について検討した。



方 法

．調査対象者

北海道文教大学短期大学部別科（調理専修

調理師養成課程）の学生 名（男子 名，女子

名）であった。フリッカー値測定は女子学生

のみを対象とした。

．調査内容および実施方法

疲労自覚症状調査

疲労に関する 自覚症状しらべ ）を一部改

変した質問数 項目の調査表により実施した

（資料 ）。調査項目は 群 眠気とだるさ ，

群 注意集中の困難 ， 群 局在した身体

違和感 の 成分に属するそれぞれ 項目の自

覚症状があるかとの質問について， はい わ

からない いいえ の選択肢から つ選んで

作業開始前と全てが終了した後の 度回答させ

た。記入された調査表を集計し，それぞれの群

ごとに はい の回答数が質問 項目中

個の場合を 良好， 個の場合を や

や悪い， 個の場合を 悪いとして成分

（群）ごとのランク評価を行なった。また，全

項目の疲労自覚症状のうち はい と回答し

た数の合計が の場合を 良好，

の場合を やや悪い， の場合を 悪

いとして，疲労自覚症状総合評価を行なった。

フリッカー値

フリッカー測定器（竹井機器製フリッカー測

定器 型）により周波数上昇ステージおよび下

降ステージの両方について測定し，時間経過に

よる変化を検討した。また，フリッカー値は以

前から視覚系の疲労や脳の覚醒レベルを評価す

る生理的測定法としても用いられてきたことか

ら ）），調査対象者に対する前夜の睡眠時間に

ついての回答から睡眠時間 時間以上， 時間

未満の 群に分けて比較検討した。

調査の時期と時点

調査日は平成 年 月 日（ 回目実習）お

よび 日（ 回目実習）で，疲労自覚調査につ

いては 時間の実習（ ）の直前

と直後に自記式で実施した。またフリッカー値

測定は実習直前（ ），調理作業の中間時

点（ ），実習終了直後（ ）の 時

点で測定した。

統計処理

調査データは集計の後，エクセル統計用アド

インソフト （柳井久江，オーエムエス，

））を用いて検定を行なった。検定は 独

立性の検定，マン・ホイットニ検定，一元配置

分散分析および二元配置分散分析を用い，有意

水準を とした。

結 果

．疲労自覚調査

疲労自覚症状各項目の実習直前・直後の変化

を図 ， に示した。実習直前に比べ直後に疲

労自覚レベルが有意に上昇した項目は， 回目

実習では 群の 全身がだるい ，足がだるい ，

目が疲れる ， 横になりたい で， 群では

根気がなくなる ， 群では 腰がだるい

の計 項目であった。 回目実習では 群の 足

がだるい 項目のみであった。
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図 疲労自覚訴え数（ 回目実習）
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眠気とだるさ 注意集中の困難 局在し

た身体違和感 の 群（成分）および総合評価

の結果を図 ， に示した。 回目実習では

群 眠気とだるさ と 群 局在した身体違和

感 に有意な増加がみられ， 回目実習では全

ての項目で有意な変化が認められなかった。

調理作業時の役割による比較を図 ， に示

した。 回目実習では 群 眠気とだるさ に

おいてリーダーよりリーダー以外の増加が有意

に高かった。その他の群でも有意ではないもの

の 回目実習の 群を除いてリーダー以外の疲

労訴え数が増加していた。
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図 疲労自覚ランク別割合の変化（ 回目実習）
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図 作業役割別疲労自覚の変化（ 回目実習）
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．フリッカー値

実習直前・中間・直後の時間推移によるフ

リッカー値の変化を図 に示した。統計的に有

意な変化は認められなかったが， 回目実習に

おいて調理開始とともにフリッカー値が低下傾

向を示し，作業終了直後に上昇した。

前夜の睡眠時間によるフリッカー値の比較を

図 に示した。 回目実習では睡眠の少ない群

は多い群より有意に低い数値で推移した。 回

目実習では統計的に有意ではないものの睡眠時

間が少ない場合に低い値をとる傾向が見られ

た。

考 察

調理師養成課程学生の大量調理実習における

自覚症状調査からみた疲労度は， 回目実習よ

りも 回目実習において疲労自覚レベルが軽減

される傾向がみられた。このことは岡部や馬場

らが報告した栄養士養成課程の学生に対する給

食管理実習時の疲労調査報告 ））とほぼ一致す

る結果であった。今回は 回という少ない実習

での調査であったため，慣れにより疲労が軽減

すると断定できないが，調理師養成課程の学生

は週 回の調理実習を履修しており，調理実習

に対する適応性は高かったと推察する。

作業役割別（リーダー，リーダー以外）の比

較では， 回目実習は 群 眠気とだるさ に

おいてリーダー以外の疲労自覚レベルが有意に

増加していた。当初はリーダーの方が責任感や

緊張感から疲労自覚レベルが増加するのではな

いかと予想したが， 回の実習ともに有意な増

加は認められなかった。リーダーを担当した学

生は身体を使う作業より全体の進行を管理する

ことに専念したため運動量が少なかったこと
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図 実習におけるフリッカー値の変化

図 前夜の睡眠時間によるフリッカー値の変化



と，実習を無事に終えることができた安堵感や

達成感の方が強く実習直後の疲労自覚は増加し

なかったものと推察する。しかし，学生の性格

や精神状態によっても結果は変わると思われ，

全ての学生がリーダー的役割をもって実習に望

んだ場合についてさらに検討する必要があり，

今後の課題としたい。

生理的指標としてのフリッカー値による疲労

度は， 回目実習， 回目実習とも時間経過に

よる有意な変化は認められなかった。しかし，

回目実習において調理開始とともにフリッ

カー値の低下傾向がみられた。一般にフリッ

カー値は朝から日中にかけて上昇することが認

められている ）が，この日の作業内容が手作り

菓子や玉葱，にんにくを使用した献立が多かっ

たことから，細かな調理作業や食材処理中の化

学物質の影響により上昇が抑制された可能性が

推察された。一方，前夜の睡眠時間による比較

では睡眠時間の低い群が有意に低い値で推移し

た。睡眠時間は覚醒レベルに影響することが推

察され，実習前夜の睡眠時間や体調管理に関す

る指導の重要性が確認された。

ま と め

調理師養成課程の学生を対象に大量調理実習

における疲労調査を実施し，以下の結果を得た。

． 回目実習よりも 回目実習において疲労

自覚は軽減する様子が認められた。

．作業役割別（リーダー，リーダー以外）疲

労自覚の比較ではリーダー以外の疲労自覚が

有意に増加した。

．フリッカー値は作業内容によっては低い値

に抑制されることもあるが，前夜の睡眠時間

に影響されることが確認された。

以上のことから，学生の大量調理実習では作

業内容に応じた計画的な休憩と前日からの体調

調理過程における疲労自覚とフリッカー値の変化

管理の重要性が示唆された。
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